
   会 員 継 続 の お 願 い  

 桜の開花が17日に宣言されました。やはり 

春は良いものですね。お元気ですか？ 

 「お知らせ」の枠の中をご覧ください。この 

号は第４３期の１２回目、通算５００号です。 

 １９７４年（昭和４９年）に発足したこの会 

は、第４４期を迎えます。この会の会員を継続 

してくださるようお願いいたします。 

 来年度の会費１，０００円を添えて、３月中 

に、お近くの役員、運営委員にお届けください。 

3月末までにお申し出がない場合、継続して下 

さるものと見なして事務作業を進めます。新し 

く会員になってくださる方、大歓迎です。 

よろしくお願いします。 

     ４ 月 定 例 会 

日時 ４月２日（月）13:30～16:00 

場所 我孫子南近隣センター ８F調理室 

     総 会 の 予 告 

日時 ５月７日（月）13:30～16:30 

場所 我孫子南近隣センター ９Fホール 

第１部 公開講演会 

 「今からしよう お部屋の片づけ」 

 講師 あんしんネット 石見良教氏 

 高齢者も中壮年層も苦手意識を持っていませ

んか？片づけと整理。多くの現場に関わってき

た講師が、皆さんと一緒に笑いながらお話して

くださいます。是非ご参加ください。 

第２部 我孫子市消費者の会 総会 

第３部 ５月の定例会  

        

  

 

「緑のカーテンを作ろう！２０１８」 

日時 ５月１３日（日） 10:00～11:50 

場所 我孫子南近隣センター・９Ｆホール 

内容 ① 手賀沼の生い立ちと現状の課題・ 

     外来植物 

   ② 緑のカーテン作り「基礎」 

     「達人なんでも相談」 

＊ゴーヤの苗を２本ずつ無料配布 

申込 要申込 先着８０名 加藤マリ子さん  

      ７１０５－５２９２ 

 この事業は主催「手賀沼流域フォーラム」 

 企画「我孫子市消費者の会」です。 

 夏の日除けで冷房の使用減と、ゴーヤを食べ

て健康を目指した事業です。是非ご参加を！ 

   ナザレ園 バス見学会 報告 

 ３月１３日（火）今年度初の見学会を行ない

ました。少し報告します。 

 社会福祉法人ナザレ園は茨城県那珂市にあり、 

昭和２４年に開設した老舗の社会福祉法人。養

護老人ホーム（定員 110名）盲養護老人ホーム 

（70名）救護施設（90名）特別養護老人ホーム

（137 名）のほか、通所介護、訪問介護、訪問

看護等の居宅介護サービス事業、地域包括支援

センターの運営もしています。養護老人ホーム

利用者の元気な人が、市内全域の一人暮らし高

齢者を対象に、３６５日、昼食と夕食を配達し

ています。 

 まず、我孫子にはない「養護老人ホーム」の

食堂を使わせていただき、持参のお弁当を食べ

た後、会議室で菊池義理事長から１時間近くお

話を伺った後、２施設を見学しました。 

 「ナザレ」はキリスト生誕の地と言われてい
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る所、と名前の由来からお話いただきましたが、 

本当に隅々まで、その精神が貫かれていると感

じました。養護老人ホームは２年前に建て替え

たという新しい施設でした。 

  理事長は常に「どうしたら安心できる生活を

送ってもらえるか？」を考えている方で、入居

者に施設から出る生ごみを堆肥にして、循環型

農業に取り組んでもらい、それを施設のみんな 

が食べることも。次から次へ考えたことを実践 

させていらっしゃる方でした。 

 盲老人ホームは県内に１箇所、見学させてい

ただいたとき、舞台のある大きな集会室で、１

日早いホワイトデイの催しをするとの事で、お 

菓子が２種類配られていました。 

 盲聾の重複障害の女性が、折り紙で鶴を折る

ことが上手で、私たちのために５羽ずつ袋に入

れてお土産に準備してありました。 

 盲人の外出時に付き添うガイドヘルパーを育

てることも、ナザレ園で行なっているそうです。 

 広大な敷地に何棟あるのかわからない程の建

物があり、最近借りることになったイチョウの 

林で収穫したギンナンを一人ひとりお土産にい

ただきました。 

 一緒に行った栗原一朗さんが、感想を寄せて 

くださったので、転載します。 

１）まずは受け入れる姿勢が大事。 

老舗ということもありますが、行政・法律が整備さ

れていない状況で、まずは受け入れてから試行

する。それが道標となって行政・法律が追いつい

ていた。 

２）ルールに縛られない。 

困っている人を受け入れる際に、自らのルール

で縛るのではなく、ルールからはみ出る人たちを

救う仕組みを創造している 

３）これからは待ちの姿勢ではなく、自ら困ってい

る人を探しにいくことが大事。 

包括センター・ケアマネ経由の「待ちの姿勢」では

なく、配食サービスなどを入り口として自ら困って

いる人、状況をみつけにいく。  

 最近、「もう訪問介護業界はダメ」という声が多

いなか、「これからは訪問介護にも力を入れてい

く」と言われたのが面白く思いました。 

 「経営管理者」と「起業家」は違うということを非

常に感じました。  栗原一朗 記 

  スーパーエコタウン見学会報告 

 千葉県消費者団体連絡協議会の見学会として、 

東京都のスーパーエコタウンのうち、３つの施

設を見学してきました。我孫子からは４人参加 

しました。簡単に報告します。 

① ㈱リーテムは平成１７年に稼動した「廃情

報機器等リサイクル施設」。古い携帯電話等の貴

重な金属（金や銀等）を取り出し、再利用。 

水戸工場も含めて排出ゼロを目指し、99.98％を

実現。資源を巡っての紛争など、世界の歴史に

も触れてのお話でした。 

② ㈱タケエイはこの地区だけで 3つの工場が 

あり、さまざまなものをリサイクルしています。 

私たちが行ったのは、建築廃材を主に扱い、最

終的に固形燃料を新日鉄へ。それでも１５％は

埋め立てへ。 

③最後に行ったのは JESCOという PCB廃棄物処

理施設。PCBはトランスコンデンサの絶縁材と

して使われてきましたが、ダイオキシンが出る

ことで、処理が出来ず、４０年間保管されてい

たものが、平成 16年から化学反応で無害化でき

ることになり、環境省と東京都が作った処理施

設。化学に弱い私には、どうしたら無害化で 

きるのかは、不明でした。 

・感想 見学できる所はほとんどガラス越しで

したが、どこも、生活している人に知って欲し

いのだと、見学者の受け入れに力を入れている

と思いました。 

   ・・・・・・キリトリ・・・・・  

我孫子市消費者の会の第４４期の会費1,000円 

を納入します。 

氏名 

住所 

 

電話 

（住所、電話に変更のある方は赤字で） 


